
後援：千代田区

13：30－14：20
●基調講演
14：20－14：50
●パネルディスカッション
「コグニティブによる社会イノベーションの創出
～コグニティブ・イノベーションセンターの取り組み」

16：15－16：50
●「オープンサイエンスを支える新しい学術情報基盤」

山地 一禎 ［コンテンツ科学研究系 准教授］

15：00－16：10
NIIの研究者が産学連携の視点でプレゼン

15:00－16:10
●ミクロとマクロから見るデータ解析

10：00－12：00
●「橋渡し人材の育成に向けて
－国内サイバーセキュリティ全体の底上げをめざして－」

一橋講堂 2F

一橋講堂 2F

特別会議室 1F

小会議室 2F

NII Cafe

一橋講堂 2F

一橋講堂 2F

小会議室 2F

特別会議室 1F

ホワイエ・中会議場 2F 中会議場 2F

所長挨拶・活動報告
喜連川 優 ［NII所長］

13：00－13：30

NIIで活躍する10名の研究者がそれぞれ10の研究を発表！
情報学の未来をともに考える75分の白熱プレゼン。

13：00－14：20

10：30－16：45
広帯域・フルメッシュによる低遅延という

学術情報ネットワークSINET5の特性を生かした
アイデアを競う！

楽しいプログラミング講座でくまを動かそう！

くまを動かそう～楽しいプログラミング講座

定員あり11：30－12：30
14：30－15：30

15：00－18：00

ポスターツアーガイド、
プレゼンテーション、
休憩スペース9日 11：00－18：00  10日 11：00－17：00

ツアーガイドや
スタンプラリーも

あるよ!

学術総合センター
〒101-8430
東京都千代田区一ツ橋2-1-2

平成29年6月9日 10日金 土

開催時間

会　　場

9日（金）11：00～18：00
10日（土）11：00～17：00

入場
無料

コンピュータを冷やす、無線にする、
間違えても許容する

Demo/B12 鯉渕 道紘

国立情報学研究所で博士を取る。
～総合研究大学院大学情報学専攻の紹介～

O０3 総合研究大学院大学 情報学専攻

ポスターの説明を聞いて説明員から
シールをもらおう！
5つ以上シールを集めたら、
2Fインフォメーションカウンターに来てね！

コンピュータを
ひ
冷やすた

めに○○○をつかって
いる。

Q

屋内の位置をスマートフォンで測る

G０2 秋山 尚之

Q

やる気を引き出すAI

D０4 坂本 一憲

ようしょうき
幼少期に

さ ん か
参加した○○ュ○○

を
た
食べずに

が ま ん
我慢する

じっけん
実験の

け っ か
結果から、その

ひと
人の

しょうらい
将来の

せいこう
成功を

よ そ く
予測できることが

わ
分

かっています。

Q

しなやかなソフトウェアのつくりかた

B03 鄭 顕志

ふ
振る

ま
舞い

しようじどうせいせいぎじゅつ
仕様自動生成技術は

○○○
り ろ ん
理論という

じ ん こう ち の う
人工知能

ぎじゅつ
技術をベースにしている。

Q

広報みならい情報犬ビットくん
O０1 情報犬 ビットくん

じょうほうけん
情報犬ビットくんのNIIでの
やくわり
役割は「NII○○みならい」
である。

Q

Q

ハイブリッドで量子の世界はどう変わるのか

A01 新学術領域「ハイブリッド量子科学」・
量子情報国際研究センター

ぎじゅつ
技術を

こうじょう
向上することでどこま

でも
そくていせいど
測定精度を

あ
上げることが

できる？
[はい・いいえ]

Q

こたえ：

こたえ：

こたえ：

こたえ：

こたえ：

こたえ：こたえ：

シール
貼り付け

シール
貼り付け

シール
貼り付け

シール
貼り付け

ビッグデータからいかに重要な知識を
抜き出し推論するか?

D０6 岡崎 孝太郎

えーあい
ＡＩには

に し ゅ る い
二種類の

しゅほう
手法があ

ります。
の う か が く
脳科学をお

て ほ ん
手本にし

たニューラル
い が い
以外のものは？

こたえ：

シール
貼り付け

Q

日本手話はどのように使われるのか？

E11 坊農 真弓

Q1：
し ゅ わ
手話は

せかいきょうつう
世界共通だ

[はい・いいえ]

Q2：
に ほ ん し ゅ わ
日本手話には

ほうげん
方言がある

[はい・いいえ]
こたえ：

シール
貼り付け

シール
貼り付け

シール
貼り付け

シール
貼り付け

Q

くうきちゅう
空気中の

ひかり
光と

おと
音の

はや
速さをくら

べると、だいたい
[
おな
同じ/100

ばい
倍/100

まんばい
万倍]

です。

「
こくさいしょくゆた
国際色豊かな

そうけんだいじょうほうがくせんこう
総研大情報学専攻。

げんざい
現在○ヵ

こく
国から39

めい
名の

りゅうがくせい
留学生が

ざいせき
在籍

している」

ふわふわのあまい
お

かし
菓子だよ！

すでにタイトルに
こたえが・・！
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B アーキテクチャ／うごかすちから

C 計算・論理／情報や計算とは何かを考える

D 人工知能／計算機に思考させる

E 映像・音・メディア／意味を見出す

G 社会と情報／情報世界と現実世界の融合

特別展示

会場案内図

コアタイム・展示レイアウト

ポスター展示

デモ・体験コーナー

講演・ワークショップ

会場案内図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4～5 デモ・体験コーナー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

コアタイム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
展示レイアウト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

基調講演・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6
セッション・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32

NII研究100連発・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8
ワークショップ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8～9

A 量子コンピュータ／未知への挑戦

F ネットワーク・セキュリティ／安心につながる
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2F 1F

廊下（会議場）

喫煙室
アトリウムロビー上吹抜

ＷＣ(女)

ＷＣ(男)
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル

Ｗ
Ｃ
(男)

Ｗ
Ｃ
(女)

１Ｆ

一橋講堂 中会議場
〈ポスター展示〉

中会議場前廊下

小会議室

ホールエントランス

エントランス

Ｗ
Ｃ
(女)

Ｗ
Ｃ
(男)

車寄せ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル

２Ｆ

レ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

特別会議室

総合受付

10：00‐12：00  オープンフォーラム
13：00‐13：30  活動報告  喜連川 優 ［NII所長］
13：30‐14：20  基調講演
14：20‐14：50  パネルディスカッション  
16：15‐16：50  基調講演  山地 一禎 ［NII 准教授］

13：00‐14：20        研究       連発
15：00‐15：45  SINETアイデアソン  チームプレゼン
16：30‐16：45  SINETアイデアソン  表彰式

15：00‐16：10  情報学最前線：産官学連携交流会

15：00‐18：00  総合研究大学院大学 複合科学研究科
情報学専攻 大学院説明会

11：00‐18：00  ポスター展示

11：00‐17：00  ポスター展示
11：30‐12：30  小学生のための情報学ワークショップ
14：30‐15：30  小学生のための情報学ワークショップ

14：30‐16：30
19階 1901 会議室

オープンフォーラム 学認（認証）トラック

15：00‐16：10 研究発表会

10：30‐16：45  SINETアイデアソン
「100Gbps/フルメッシュだから○○」

落とし物・その他
ご不明点は総合受付まで。

アンケート回収
インフォメーションカウンター
ツアーガイド集合場所
スタンプラリー受付

i

11：00‐17：00  ベビールーム
※小さなお子様をお連れの方へ
　おむつ替え、授乳室としてご利用ください。

12階 1208 会議室
「情報系未来フェスタ」（ライセンスアカデミー主催）

※同じ内容を1日2回開催します

 3 階 食堂
営業はしていませんが飲食・休憩スペースとしてご利用いただけます。
※ランチマップは1F総合受付にございます。
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講
演・ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

講
演・ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

デ
モ
体
験
コ
ー
ナ
ー・ポ
ス
タ
ー
展
示

デ
モ
体
験
コ
ー
ナ
ー・ポ
ス
タ
ー
展
示

開会式
13：00-13：30

13：30-14：20

16：15-16：50

国立情報学研究所長

喜連川 優

「ご挨拶・NII活動報告」

15：00-16：10 情報学最前線：産官学連携交流会

15：00-16：10 ミクロとマクロから見るデータ解析

一橋講堂（2F）  定員：500名

一橋講堂（2F）・特別会議室（1F）・小会議室（2F）

国立情報学研究所（NII）オープンハウス開催にあたり、ご挨拶ならびに本研究所の取り
組みをご紹介します。

NII 教授
五島 正裕

NII 特任助教
高木 信二

情報学最前線(市民講座)で講義した研究者が、産学連携(企業向け)の視点から研究領
域の動向と自らの研究概要をプレゼンします。研究成果の社会貢献が問われる昨今の
状況において、産官学連携強化に向け、多様な研究分野・研究者の研究成果や取組み課
題等の最新情報を発信します。この機会に、企業等の研究開発者の皆さまに、NIIの研究
者の研究を知って頂き、研究者との交流スタートを期待するプログラムセッションです。

セッション 小会議室（2F）  定員：60名

データ解析の面白さは、解析を通して社会の面白さが見えてくること。データのミクロ
な特徴、マクロの形質、2つの視点からデータを眺め、不動産取引・株式市場・婚活・腸内
細菌・インターネット広告での人の動きの面白さをお伝えいたします。ベンチャービジネ
ス、 IT技術家、行政の方をはじめ、データを面白く使いたい方必見です。

セッション 特別会議室（1F）  定員：80名

基調講演 一橋講堂（2F）  定員：500名

AIとクラウドを活用したイノベーションが、あらゆる産業で始まっています。先進テクノ
ロジーの活用が、データの価値を高め新しいビジネスを創出し、ビジネスそのものを左
右する時代になりました。本講演では、クラウドを中心としたコグニティブ時代のプラッ
トフォームについて、その活用事例や最新技術情報を紹介します。 

NII 准教授

山地 一禎

オープンサイエンスを支える新しい学術情報基盤
公的研究資金を受けた研究の成果は、公共財として原則公開されるべきであるという考え方
が、世界的に波及しつつあります。研究者間での成果の利活用だけではなく、新たな産業の創
出や、一般市民の科学への参加も期待されています。成果公開にインターネットを積極的に活
用する研究者のボトムアップ的なアプローチに加え、関係省庁や研究資金配分機関が支援策
を講じていることが、このオープン化の流れを加速化しています。我々は今、科学のスタイル
が大きく変わる転換期を向かえようとしています。これまで論文や本を対象としてきた学術
サービスも、変革を求められることになります。本講演では、オープンサイエンス時代の到来
に向けて準備を進めている、国立情報学研究所の新しい学術情報基盤について紹介します。

14：20-14：50

パネル
ディスカッション

「コグニティブによる社会イノベーションの創出
～コグニティブ・イノベーションセンターの取り組み」
基調講演に続いてのパネルディスカッションでは、ディープラーニングなどの人工知能
技術を包含した最先端のコグニティブ・テクノロジーを社会や産業、新たなビジネスに
結び付け、イノベーションを創出する取り組みについて議論します。 

加藤 大策［明治安田生命保険相互会社 企画部 イノベーション調査室 室長］
久世 和資［日本アイ・ビー・エム株式会社 執行役員 チーフ・テクノロジー・オフィサー］
喜連川 優［NII 所長］

NII 教授
宇野 毅明

NII 准教授
水野 貴之

NII 助教
小林 亮太
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13：00-14：20

10：30-16：45 SINETアイデアソン「100Gbps/フルメッシュだから○○」

くまを動かそう～楽しいプログラミング講座

一橋講堂（2F）・特別会議室（1F）・小会議室（2F）

誰でもかんたんに体験できるプログラミングで、
ふわふわのくまのぬいぐるみを動かしてみましょ
う!プログラミングが初めてでも楽しく学ぶため
の手法（プログラミング教育）を研究しています。
私たちが作ったアンドロイドアプリを使えば、画
面のキャラクタと一緒にくまのぬいぐるみが動き
ます!（・（ｪ）・） プログラミングを楽しく学びなが
ら、くまを動かしてみませんか！

小学生のための情報学ワークショップ NII Cafe（2F）  定員：40名

NIIで活躍する研究者10名が、1人10件、合計100件の研究を発表します。情報学の幅広
い分野を俯瞰し、情報学の未来をともに考える75 分の白熱プレゼンをお届けします。

NIIの教員による研究紹介プレゼンテーション 一橋講堂（2F）  定員：500名

学術情報ネットワークSINETは、日本全国の大学、研究機関等の学術情報基盤として、国立
情報学研究所(NII)が構築、運用している情報通信ネットワークです。広帯域100Gbps、低遅
延フルメッシュを特徴とする最先端インフラをどのように使うかアイデアソンを実施します。
「100Gbps/フルメッシュだから○○」をテーマに、広帯域およびフルメッシュによる
低遅延というSINET5の特性を生かし、これまでは実現できなかった新たなイノベー
ションにつながるアイデアを競います。老若男女問わず、1～3名で構成されるチーム
単位で事前にエントリすることで参加できます。当日は、SINET関係者が相談員とし
てお手伝いするので分からないことがあればお気軽にお尋ねください。
詳細はこちら：https://www.sinet.ad.jp/sinetideathon2017
注意事項
・ノートPC、飲食等持ち込み自由です。
・模造紙、ペン、ポストイットは用意いたします。
・チームプレゼンでは、パワーポイント(フリーフォーマット)3枚程度、提案名(40字程
度)を発表いただきます。

SINETアイデアソン 特別会議室（1F）・一橋講堂（2F） 

NII 准教授

鯉渕 道紘

速水 謙 [NII  教授]
岩田 陽一 [NII 助教]
胡 振江 [NII 教授]
山岸 順一 [NII 准教授]
宮尾 祐介 [NII 准教授]
安東 遼一 [NII 助教]
古川 雅子 [NII 助教]

松井 哲也 [NII 特任研究員]
小出 哲彰 [ROIS 特任研究員]
大向 一輝 [NII 准教授]

MC：
武田 英明 [NII 教授]
池澤 あやか ［タレント／エンジニア］

11：30-12：30 / 14：30-15：30

NII 助教

坂本 一憲

※同じ内容を1日2回開催します
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廊下（会議場）

1Ｆ

D02

O04G03 G04 G06 G07 G08G05G01

E01 E02

i

E03 E04 E05 E07 E08

D03D04

D08 D09

D06D07 D05

E09 E10 E11

E14
E12

E06

E13

トイレ
10日

ベビールーム

インフォメーション
ツアーガイド集合場所
スタンプラリー受付

D01

ウォーター
サーバー

ウォーター
サーバー

A

B CD

E

F

G

B01 B02 C01

O03 O02 O01

C02 C03 C04B03 B04 B05 B06 B07 B08 B09 B10 B11全体案内
プログラム

DEMO B12

DEMO E15 DEMO F01

DEMO
C05

DEMO
D10

O05
SINET

DEMO
E16/17

DEMO E18 DEMO A01

DEMO
B13

DEMO
G02

DEMO
B15

DEMO
B14

P
re
se
n
ta
tio
n

NII Cafeデモ・体験コーナー

ポスター展示

ポスター展示会場では、NIIの研究を、A～Gのキーワードに分類し、ポスターを展示しています。コアタイムには、そ
れぞれのポスター前に説明員が常駐します。研究に関する質問などがあればコアタイムにお越しください！

A01

B01～B13

C01～C05

D01～D09

E01～E18

F01

G01～G07

O01～O05特別展示

デモ・体験コーナーA 量子コンピュータ／未知への挑戦

B アーキテクチャ／うごかすちから

C 計算・論理／情報や計算とは何かを考える

D 人工知能／計算機に思考させる

E 映像・音・メディア／意味を見出す

F ネットワーク・セキュリティ／安心につながる

G 社会と情報／情報世界と現実世界の融合

NIIの研究活動のうち、実際にデモや体験が
できるコーナーです。

12:00-13:00　全ブース
15:00-16:00　全ブース
17:00-18:00　全ブース

11:10-12:00　ブース番号（奇数）
12:00-12:50　ブース番号（偶数）
15:00-15:30　ブース番号（奇数）
15:30-16:00　ブース番号（偶数）
16:00-17:00　全ブース

●企業・学術関係者向け

●企業・学術関係者向け

●NII Cafeでは下記時間帯にブース出展者によるプレゼンテーション
を行います。

●ポスター展示／デモ・体験コーナーのブースを回るツアーガイドを
予定しています。

●デモ・ポスター展示会場では、コアタイムにそれぞれのポスター前に
説明員が常駐します。

●12：00集合
●15：00集合

●17：00集合

研究に関する質問などがあれば、コアタイムにおこしください！

2Fツアーガイド集合場所にお集まりください！

ポスター展示/デモ・体験コーナー

ツアーガイド

このほかの時間帯は、休憩スペースとしてもご利用いただけます！

14:50

～

15:05
自然言語理解に向けて、意味解析技術と
実世界知識を繋げましょう

発表タイトル 発表者

ナバーロ ホアン
（D03）

17:20

～

17:35
やる気を引き出す人工知能－スマモチ：学習
者の個性に合った方法を推薦する人工知能

坂本 一憲
（D04）

15:10

～

15:25
ビッグデータからいかに重要な知識を抜き
出し推論するか?

ハイブリッドで変わる量子の世界～光をめぐる
ハイブリッド量子科学＋量子の世界を可視化する

岡崎 孝太郎
（D06）

15:30

～

15:45 （A01）

16:00

～

16:15
出会うための移動パターン

発表タイトル 発表者
ビッグデータ

数理国際研究センター
阿部 真人
（C05）

ソフトウェア開発の現場に最先端の開発
技術を

17:40

～
17:55

トップエスイー
（B02）

Towards automatically ordering the 
events with time anchors in a 
timeline from multiple news

16:20

～

16:35

金融スマートデータ
研究センター
（G07）

居住クラスターの空間的特徴と人口変動
16:40

～

16:55

ビッグデータ
数理国際研究センター

関口 卓也
（C05）

量子情報国際研究
センター・新学術領域
「ハイブリッド量子科学」

スタンプ
ラリー

スタンプ
ラリー

スタンプ
ラリー

スタンプ
ラリー

スタンプ
ラリー

スタンプ
ラリー

スタンプ
ラリー

スタンプ
ラリー

スタンプ
ラリー
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DEMO
ハイブリッドで変わる量子の世界

量子情報国際研究センター・新学術領域「ハイブリッド量子科学」 
光をめぐるハイブリッド量子科学＋量子の世界を可視化する

本ポスター発表では2つのトピックス、「光をめぐるハイブリッド量子科学」と「量子の世界を可視化する」を
ご紹介します。ハイブリッド量子科学は新しい量子物理、量子技術として今注目を集める研究分野です。光
からみたハイブリッド量子科学について、私達が参画している新学術領域研究（文科省）の研究成果からご
紹介します。「量子の世界を可視化する」では、このような量子の世界に視覚的に踏み込んでみます。量子
状態の表現には高次元空間が必要で、このことが解析や検証、そして量子の世界をイメージすることすら
も難しくしています。新しい数学的な表現方法を使って量子の世界を目に見える形で表します。 

A01

コンピュータを冷やす、無線にする、間違えても許容する

鯉渕 道紘　　  平澤 将一、Truong Thao NGUYEN、胡 曜、藤原 一毅

「水没コンピュータ」「光無線」「間違える高速コンピュータネットワーク」の3展示 

本展示では「水没コンピュータ」「光無線」「間違える高速コンピュータネットワーク」という将来のデータセ
ンター、スーパーコンピュータに必要となるであろう3つの要素技術について説明します。

B12

インフラの運用って泥臭で分かりにくいよね、スマートに見える化しませんか？

クラウド基盤研究開発センター
運用作業の証跡も,再利用する手順の記述も,教材作成もNotebookでやってみる

NIIでは研究者向けクラウドサービスを提供するに際し、Literate Computing for Reproducible 
Infrastructure という考え方を提案しています。日々の運用作業の証跡を記録する、そこから手順を整
理して再利用する、マニ ュアルや教材を整備するなど複数局面での計算機利用を、同じような様式で見
える化・蓄積することを目的としてJupyter Notebookを活用している実践を示します。

B14

中会議場（2F）

システムの運用力を鍛える

先端ICTセンター
効率的なクラウド運用のための支援基盤のご紹介

利用者にとって便利なクラウドの内側は、複数のハードウェア、ソフトウェアやネットワークからなる複雑なシステムです。そのよ
うなシステムの運用では、多様なシステムの依存関係や、構成の変化拡充に対応できる運用が必要になります。本研究所のクラ
ウド担当では、システム理解、データ収集、監視、分析などを支援する基盤を整備し高品質で効率的なクラウド運用を目指してい
ます。

B15

ロボットを育てるためのバーチャルリアリティ

稲邑 哲也
ロボットとの対話経験を共有するVRプラットフォーム

ロボットが人間の生活空間で活動するには様々な社会常識を身につけさせる必要があります。その常識は明示的に記述すること
が難しく、データベースとして準備することが困難です。そのためバーチャルリアリティ(VR)を用いて効率的にロボットに常識を
教えることが可能なシステムを開発しています。ヘッドマウントディスプレイを装着してVR上のアバターにログインし、ロボットと
の対話を体験してみて下さい。

D10

口コミによる効果を大きくするには？

ビッグデータ数理国際研究センター（JST ERATO 河原林巨大グラフプロジェクト）
口コミ効果の最大化:やってみよう！ゲーム Informania

開店したばかりのレストラン。評判を広げるには、誰をお店に招待したらよいでしょうか？人のつながりを利用した口コミマーケ
ティングは、ネット社会の現代には欠かせない手法です。私たちは、口コミ効果を最大化するアルゴリズムの研究に取り組んでい
ます。研究紹介とともに、研究をヒントに開発したゲーム Informania の展示も行います。ゲームで、口コミ効果最大化の奥深さ
を体験してください。

C05 Web-Based E-Learning Platform

Lauren HIRT　　  Frederic ANDRES,  Haruki UENO

WebELS : 高等教育におけるe-ラーニング学習サポートシステム

WebELSは、ビジネスコミュニケーションだけでなく、高等教育やグローバル化社会に適応する生涯学習を柔軟にサポートす
るe-ラーニングのためのプラットフォームです。WebELSは、あらゆるユーザがWeb上で学習したり、会議資料を作成、配信、
または公開するのに役立つ統合された柔軟なツールを提供します。

E16

補聴器応用を目指した信号処理技術

小野 順貴　　  春原 政浩、春田 智穂

混ざった音をリアルタイムに聞き分ける

実環境には様々な音が存在し、通常それらは混ざり合って聞こえてきます。混ざった音を処理し、聞きたい音を取り出す技術
は音源分離と呼ばれ、音声認識をはじめ、様々なシステムで必要とされています。本研究では、補聴器への応用を目指し、混
ざった音をリアルタイムに分離して聞きわけられる音の信号処理システムを紹介します。

E15

Cooking Recipe BenchMark

Steven PICARD　　  Frederic ANDRES

MyPoC: カスタマイズ可能な栄養管理ベンチマーク

境界のない料理レシピ "RSbench"は、推奨レシピ、アクセス方法、および検索における新しいアルゴリズムとテクノロジを利
用した評価専用のベンチマーキングイニシアチブです。 それは、調理レシピと健康的な食事の意思決定において人間的およ
び社会的側面に関連する研究コミュニティにタスクを提供することで、食材や健康面での制約が必要な際の意思決定に役立
ちます。

E17
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屋内の位置をスマートフォンで測る

秋山 尚之　　  橋爪 宏達

LED光と音波を使った位置測定

スマートフォンを使って屋内での位置を特定する技術が普及してきました。本研究では、スマートフォンの動画カメラを用いて
これを行います。変調したLED照明の光とスピーカから発する高周波音を収録し、リアルタイムで位置を計算します。光と音に
よる時刻同期の仕組みにより、高精度な測定が実現できます。

G02

現実世界とサイバー空間の境界で生体情報を守るには

越前 功
NII Biometric Security (NII-BioSec)

NII Biometric Security (NII-BioSec)は、国立情報学研究所 越前研究室が推進している研究開発プロジェクトであり、高
機能なセンサーの普及やメディア処理の進展により脅威にさらされている我々の生体情報の保護を目的として、基礎研究か
ら社会実装までを一貫して実施しています。本展示では、無断で撮影・開示された写真を通じた被撮影者の顔検出を妨害する
PrivacyVisorと、被撮影者の指紋復元を妨害するBiometricJammerを展示します。

F01

中会議場（2F）中会議場（2F）

B アーキテクチャ／うごかすちから
世界トップレベルの先端ソフトウェア工学の研究・教育・実践を推進

GRACEセンター 
GRACEセンター： 先端ソフトウェア工学・国際研究センター

NII内に設立されたGRACEセンターは、21世紀の「ソフトウェア基盤」を実現するための、ソフトウェア工学に関する世界トップ
レベルの研究センターです。GRACEセンターでは国内外の研究機関との連携のもと、研究・実践・教育を三位一体で運営し、
次代の中核となる世界レベルの研究者および技術者を育成することを目指しています。

B01

ソフトウェア開発の現場に最先端の開発技術を

トップエスイー
トップエスイー : サイエンスによる知的ものづくりプログラム

トップエスイーは、「サイエンスによる知的ものづくり教育」をコンセプトとした、高度な開発技術を身につけたソフトウェア技術
者の育成を行う実践的教育プログラムです。大学・企業の専門家による講義を受講して知識を身につけると共に、学んだ技術
をソフトウェア開発の現場に導入するための支援を行います。約350名の修了生が、さまざまな分野で活躍しています。

B02

しなやかなソフトウェアのつくりかた

鄭 顕志　　  Ezequiel CASTELLANO、Aurelien VIALON

実行時モデルを活用した自己適応ソフトウェア開発

実行時に起こる環境の変化にソフトウェアはどのようにして耐えるのでしょうか？自己適応ソフトウェアは（1）利用環境の変化
を検知し（2）どのような変更が必要かを決定し（3）自分自身を変更する機能を予めソフトウェア自身に組み込むことによって
実行時の変化に可能な限り耐えるよう自動で動作します。本発表では、人工知能技術を応用してモデル更新・生成を実行時に
行う実行時モデル技術と、それらを活用した自己適応ソフトウェア開発手法を紹介します。

B03画像・映像を楽しく検索してみよう 

佐藤 真一　　  Benjamin RENOUST、松井 祐介

画像・映像の直感的検索システムと可視化

古典籍画像(日本の古い絵巻物などの画像)をスケッチ検索や類似検索できるシステムのデモを行います。テレビ番組も写っ
ているもので検索できます。また、テレビのニュース番組を話題や登場人物で可視化するシステムのデモも行います。
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米田 友洋

石川 冬樹　　  石川研究室・本位田研究室

中会議場（2F）

街のすべてのモノ・ヒトを賢くつなぐ

鄭 顕志　　  石川 冬樹、ClouTコンソーシアム、BigClouTコンソーシアム

スマートシティーにおいて市民の「力」を高めるモノとビッグデータのクラウドBigClouT

我々は、街における様々な課題をクラウド技術・モノのネットワーク（IoT）・ビッグデータ技術により解決するため、日欧の産学
および各都市によるプロジェクトに取り組んでいます。これらのプロジェクトでは、街に含まれるあらゆるモノ・コトを賢くつな
ぎ、様々な情報を集め、適切な制御や情報発信により街の課題を解決するための基盤を提供するとともに、各都市において実
証実験を行っています。

B04

頼れるシステムを人と機械の共同作業で作り出す

理論と経験・知能の融合によるディペンダビリティ保証・向上

ソフトウェアがますます実世界・物理空間に深く踏み込んでいくようになっており、その複雑さは増す一方、そのディペンダビ
リティがより強く求められるようになっています。複雑なソフトウェアにおけるディペンダビリティの保証・向上のために、理論
に基づいた自動検証・自動設計手法（形式手法）に対し、経験・知能（人工知能やヒューリスティック）を融合する様々な取り組み
を行っています。

B05

ソフトウェアシステムの要件の複雑さに抽象化で挑む

小林 努　　  石川 冬樹、本位田 真一

複雑な要件の抽象化・詳細化に関する研究

ソフトウェアシステムの信頼性を保証するためには、求められる要件を明確化し、それらが満たされることを確認する必要があ
ります。特に近年複雑化するソフトウェアでは信頼性が重要である一方、検証が難しくもあります。我々は、全体の正しさを
保ったまま適切な「ぼかし」方をして要件を解きほぐすことに取り組んでいます。 本発表では、ぼかし方を状況に応じて適切に
調節し、それに従い要件の記述を実際に解きほぐす手法を説明します。

B06

金子 めぐみ

変化している世界を変化しよう

胡 振江　　  柯 向上、朱 子潤

双方向プログラミングの理論と実践

データ同期はモバイルデバイスの時代において重要な問題です。双方向プログラミングは、そのデータ同期問題を効果的に
解決するための有効な方法として注目されています。我々は、理論と実践の両方を考慮したいくつかの双方向言語を開発し、
双方向プログラミングの理論だけでなく、コンパイラのフロントエンドの構築やXML文書同期などの実用的なアプリケーショ
ンを開発しています。

B07

　

貴重な無線資源を最大限に活かす次世代無線通信システムの研究

2020年には物と物が直接無線で通信するMachine-to-Machine（M2M）やInternet of Things（IoT）デバイスも500億
個に達することが予測されており、爆発的なデータ量の増加が予想されています。その一方で、使用可能な無線資源である周
波数は既に限界を迎えており、膨大なデータ量通信に対応しきれない厳しい状況になっています。その貴重な無線資源・エネ
ルギー資源を最大限に活用できる、次世代の無線通信システム（5G）やIoT無線アクセス法の研究をしています。

B08

やわらかいハードウェアの可能性を探る

再構成可能デバイスを使いやすくする研究

再構成可能デバイスとして、FPGA（Field Programmable Gate Array）の利用が広まっていますが、実際に大きな回路を
実装しようとするとクロック分配にまつわる様々なタイミング制約問題が生じ、設計を難しくしています。そこで、グローバル
クロックを使わない非同期式回路技術を組み合わせることで、大規模FPGAの設計を容易化する研究を進めています。
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C 計算・論理／情報や計算とは何かを考える

グェン フィ レ　　  計 宇生

世界中のどこでも簡単にWEBサービスを提供するにはどうすれば良いか

高橋 公俊　　  合田 憲人

コンテナクラスタ用ポータブルロードバランサの研究

クラウドコンピューティングの発展により世界中のどこでもネットサービスを提供できるようになりつつあります。Linuxコンテ
ナのクラスターはそのための有力技術の一つですが、マルチクラウド環境でシームレスにサービスを立ち上げるには、ロード
バランサーの仕組みに課題があります。我々はロードバランサーをコンテナとして提供し、マルチクラウド上で簡単にサービス
を立ち上げるための仕組みについて研究を行なっています。

B10

障害物があるとき、パケットはどうのように転送できますか？

無線センサーネットワークにおける障害物を回避するパケット転送手法

Geographic routing has been widely used in WSNs because of its simplicity and efficiency. However, when subject to 
networks with obstacles, geographic routing suffers from the so-called local minimum phenomenon. This phenomenon 
results in problems of load imbalance and routing path enlargement. We propose a routing protocol which can solve 
the load imbalance problem thoroughly while ensuring the constant stretch property of the routing path. Our 
theoretical analysis proves that the routing path stretch of our protocol can be controlled to be as small as 1+ε, and 
the simulation experiments show that our protocol outperforms state-of-the-art protocols in terms of load balancing.

B11

インタークラウドの新しい形

クラウド基盤研究開発センター
オーバーレイクラウドを活用した分散アプリケーション環境の実現

コンテナ技術と Overlay Network 技術を組み合せた「オンデマンドクラウド構築サービス」を利用することで、複数のクラウ
ドサービスにまたがる分散アプリケーション環境の構築を実現しました。またNSIを活用した国際ネットワーク環境のオンデマ
ンド構築や、アプリケーションに必要なサーバーやネットワーク環境を、実行状況に合わせて再構成する技術の確立を目指し
ます。

B13

ERATO 蓮尾メタ数理システムデザインプロジェクト

IoT時代の制御節約術

岸田 昌子
ネットワークを介して効率よくモノの動きをデザインするための工夫

制御とはモノを思い通りに動かすための技術です。情報通信技術の発展に伴い、自動車や工場、電力ネットワークといった大
規模で複雑なシステムの制御は、ネットワークを介して行われるようになってきました。ネットワークを介した制御には様々な
利点がある一方で、制御に使用できる通信量や電力量といったリソースが限られます。本研究では、必要最低限のリソース利
用で望みの制御性能を達成するためのアルゴリズムを考えます。

C01

情報学における「証明」の役割とは？

形式手法とものづくりサポート

ソフトウェアを作るにあたって、満たすべき性質を数学的主張として書き下したり、できたソフトウェアがその性質を満たすこと
を数学的証明によって確かめたりするための手法が「形式手法」です。ここでは証明を扱うための数学、すなわち論理学が大
きな役割を果たします。私達のプロジェクトではさらに、形式手法を抽象数学（特に代数学）によって一般化し、応用範囲を自動
車などの物理情報システムに拡大することを目指します。

C02

システムを数学で捉えよう

卜部 夏木　　  奥殿 貴仁、和賀 正樹、蓮尾 一郎

余代数・時間オートマトン・実代数幾何

社会の様々な部分で用いられるようになった計算機システム。それにつれて、コンピュータを用いて計算機システムの危険な
動作を発見したり、あるいは逆にそういった危険な動作をしないことを証明したりすることの重要性が高まっています。私達は
様々な数学の道具を使ってこのような課題に挑戦しています。今回はその中から「余代数」「時間オートマトン」「実代数幾何」の
３つをご紹介します。
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D 人工知能／計算機に思考させる

中会議場（2F）

韓 南琦　　  宮尾 祐介

コンピュータはどうやって学習するのか

杉山 麿人
機械学習と離散構造

機械学習のしくみを紹介します。特に、コンピュータ上で情報を効率的に取り扱うための離散構造化と、統計学を用いながら
重要な知識を選び出す方法を、最新の研究内容を交えながら紹介します。

D01

多義語をちゃんと区別できるとコンピュータは賢くなるのか？

マルチセンス分散表現を用いた質問応答システムの研究

「甘い」など、多義語が使われた文章を読むと、ときどき言葉の意味を間違ってしまうことがあります。これはコンピュータに
とっては非常に難しい問題で、1949年から多くの研究者がこの問題を解くために努力してきました。マルチセンス分散表現
は、一つの単語に対して一つ以上の意味を自動的に学習させる最新の手法です。私の研究はこのマルチセンス分散表現を用
いて、質問応答システムの性能を上げることを目指しています。

D02

自然言語理解に向けて、意味解析技術と実世界知識を繋げましょう

ナバーロ ホアン　　  宮尾 祐介

グラウンデッドセマンティックパージング：
質問応答システムのための実世界知識を活用する意味解析

技術の発展により情報があふれるほど生成されているこの時代に、私たちは疑問に対する答えを見つけるため、いまだに検索
エンジンでキーワードを打っています。「地球上で３７７６.１２メートル以上の山がいくつあるか」のような質問に対しては、具体的
にどこかのドキュメントに明示的に書かれていない限り、現状の検索エンジンでは厳密な解答が得られません。検索結果から解
答をまとめるために大変な努力が必要になります。このような質問に自動的に答えるためには、コンピュータが私たちが言って
いることを理解し、数え切れない大規模な情報から解答を生成する必要があります。この研究トピックは、その目標に向けた第
一歩と言えます。質問応答システムで使われる実世界知識を活用した意味解析の紹介と現状のチャレンジを説明します。

D03

Nonnegative Matrix Factorization 

鄭 寧　　  速水 謙、小野 順貴

Nonnegative Matrix Factorization via Alternating Modulus 
Nonnegative Least Squares Method and a New Active Set Method 

Nonnegative matrix factorization (NMF), which is a low rank matrix approximation problem with 
nonnegative constraints, arises from many scientific computing and engineering applications, e.g., image 
processing, text mining, audio signal separation, recommender systems, etc. For the solution of large 
sparse NMF, we propose a new alternating modulus nonnegative least squares methods and a new 
matrix-based active set strategy. Moreover, we show that the proposed methods can be extended to 
solve the sparse NMF and regularized NMF. Numerical experiments on image processing show that the 
proposed methods converge faster than the gradient descent methods.
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フール マイケル

中会議場（2F）

やる気を引き出す人工知能

坂本 一憲　　  西村 晃治

スマモチ:学習者の個性に合った方法を推薦する人工知能

これまで、学習者のやる気を引き出すソフトウェアはいくつか開発されてきましたが、学習者一人ひとりの違いにはあまり目が
向けられず、全員に同じ機能を提供するケースがほとんどでした。しかし、心理学研究では、学習者一人ひとりの個性によっ
て、やる気の出る方法が異なることが分かっています。そこで、私たちは、学習者の個性にあわせて、最適な方法でやる気を引
き出すことができる新しい人工知能技術を開発しています。

D04

データの複雑さはどのように測定するのか？

次元数と識別能力：極値理論的な基盤

現在、データマイニングは統一理論がまだ提案されていません。個々の問題のためには、分類やクラスタリングなどの多くの
アドホック技術が設計されています。我々は、さまざまな基本的な機械学習とデータマイニングタスクを結びつける理論的な
枠組みを提案します。

D05

ビッグデータからいかに重要な知識を抜き出し推論するか?

岡崎 孝太郎
知識表現と学習

昨今パターン認識を中心にした機械学習の研究成果が上がり始めていますが、知識の抽出・表現や推論といった高次処理と
はまだ結びついていません。SATのような記号的推論とディープラーニング(深層学習)のようなパターン学習は対立しませ
ん。記号推論は認識・学習能力とは相補的であり、より強いAIの実現のためには必要です。本研究は、こうした記号的AIを基
礎とした知識表現と、ニューラルネット等の機械学習との統合を目指します。

D06

マキシム・クレモン、ソフィ・トゥレ、インジュン・ポア、山口 順也、小俣 仁美、佐久間 惇一、菊地 健介、
アブデラマン・チャバニ、アレクシ・ロブ、グエン・ディン・ヒン、ニコラ・シュウィンド、佐藤 泰介

神門 典子

グラフ信号処理を用いて画像を分類する

チョン ジーン　　  スーウェンタイ、リンチアウェン

負のエッジ重みを持つグラフベースの画像分類器学習

グラフ信号処理（GSP）の観点から、画像分類器の半教師付き学習を研究します。具体的には、バイナリ分類器を高次元特徴空
間のグラフ信号として見ることにより、最大事後確率（MAP）定式化を介して信号復元問題として分類器を学習します。以前の
グラフ信号復元処理とは異なり、サンプル間の非類似性を表す負の重みを有するエッジも考慮します。シミュレーション結果
は、我々のアルゴリズムが、SVMと正のエッジグラフを使用してグラフベースの分類器より優れていることを示しています。

D07

コンピュータはどのくらいうまく情報を探せるのか

How Effectively Computers Search and Access Information

情報検索、自然言語処理、データベース管理を中核とする情報アクセス技術は、社会基盤です。NTCIRは、世界中の150以上
の研究チームと共同して、情報アクセス技術の研究開発と検証の基盤となる実験用データセット「テストコレクション」の構築、
共通基盤の上での比較評価、評価手法の研究、研究コミュニティの形成に取り組み、技術の発展と未来価値創成に貢献して
います。

D08

知識のつながりをどのように表現するか？どう使うか？

武田 英明　　  大向 一輝

ナレッジグラフの構築と利活用に関する研究

公共機関や研究機関の情報を再利用可能な形式で公開するオープンデータ・オープンサイエンスの取り組みが広まっていま
すが、高度な利活用を促進するためには情報の構造化や語彙の統一などのセマンティック技術を用いてナレッジグラフを構築
することが重要です。本ブースでは専門用語辞書のナレッジグラフ化や、ナレッジグラフを用いた推論に関する研究を紹介し
ます。
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E 映像・音・メディア／意味を見出す

中会議場（2F）

シン ワン　　  山岸 順一

人間のように喋らせる人工知能技術を紹介！

山岸 順一
コンピュータがあなたの声を喋ったら？

人工知能があなたの声を再現できたらどう思いますか？本展示では、コンピュータに声を模倣させる技術、その技術を病気や
障害により声を失った人に利用してもらう取り組み、そしてデジタルクローンされた音声を人間と区別する技術について説明
します。

E01

先端ニューラルネットワークで人間のように自然に話す機械を作ることはできますか
Deep and shallow autoregressive neural networks 
for statistical parametric speech synthesis
Neural networks have been widely used in statistical parametric speech synthesis. However, the quality of 
the synthetic speech is still limited by the assumptions made in design of the neural networks. This work 
targets at the cross-time-independence assumption that treats the speech data of each frame as 
independent random variables. The proposed method is to introduce autoregressive links to the neural 
network and build statistical dependence between the previous frames and the current frame. Experiments 
demonstrate that the proposed method can improve the quality of synthesized speech.

E02

How can we make a speaking computer sound like any person, and change the voice as we like?

Gustav Eje HENTER　　  山岸 順一

Easy, flexible, and controllable synthetic speech

In modern speech synthesis, a so-called deep neural network in a computer listens to recordings of a 
person reading text, to learn how different sounds are pronounced. Here, we look at some new methods 
that can listen to recordings of lots of different voices (123 males and females aged between 10 and 
89), and then speak like any of them. Because it knows so many different voices to start with, the 
computer can also easily match the voices of new people that it hasn't heard before. It can even change 
the age and gender of aits voice while talking.

E03

Jaime Lorenzo-Trueba

人工知能に人間のように喋らせる技術の基礎を紹介！

高木 信二
ニューラルネットワークに基づくテキスト音声合成

近年、人工知能に人間のように喋らせる技術であるテキスト音声合成は、ニューラルネットワークによりその性能が大幅に向
上しています。本展示では、ニューラルネットワークを用いることで、どのようにテキスト音声合成が実現されるのか分かりや
すく紹介します。また、この音声合成等の音声関連技術を用いることで、人工知能と音声を使ったコミュニケーションを行うこ
とも可能となります。NII広報みならいの情報犬ビット君とおしゃべりができる音声対話システムも展示しており、ここでは最
新音声関連技術を実際に体験することができます。

E04

What can we do to properly convey the immense variety of human expressiveness with synthetic speech?

Expressive Speech Synthesis: From Emotions to Speaking Styles

Speech synthesis is achieving levels of quality comparable to natural speech, especially when looking at 
neutral speech. Expressive speech, on the other hand, is a much more varied and colorful world. Conveying 
expressions such as emotions requires more attention to nuances and details than when conveying read 
speech. In this presentation I focus mainly on conveying highly expressive emotions, but I also introduce other 
speaking styles we are working on such as opera singing, stand-up comedy, audiobook synthesis, etc...

E05

画像情報処理から光線情報処理へと展開する視覚メディア技術

児玉 和也　　  須田 聖也

壁や柱を透明化する未来の視覚メディア処理

画像の撮影、蓄積、処理、伝送、表示技術は成熟し私達を取り巻いています。これに対し「像」ではなく、それを発生させる「光
線」そのものの情報を扱い、より高度な視覚環境を構築する先端的な取り組みが広がっています。多数の視点から撮影した映
像をもとに光線群全体を再現することで実空間とも整合した高い臨場感を創出したり、レンズによる集光の解析や分解再構
成を実現したりといった、様々な実例とその基本技術を紹介します。
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ユ イ　　  ニエ シジエ

中会議場（2F）

Trung-Nghia LE　　  杉本 晃宏

デジタルな形をあてはめる

関弥 史紀　　  杉本 晃宏

外れ値存在下での離散多項式曲線あてはめ

デジタル画像上ではものの形自体もデジタルで表現されます。本発表では、ノイズがあるデータにデジタル曲線をあてはめる
手法について紹介します。

E07

ビデオから人目を惹く領域を検出する

時空間深層特徴による映像中の顕著物体検出

深層学習を用いると、従来の局所特徴に比べ、画像中の意味やコンテクストを反映する特徴が得られることが知られていま
す。本発表では、深層特徴を時空間的に駆使して、映像中の人目を惹く領域を検出する手法を紹介します。

E08

ディープラーニングを用いた音楽検索

ディープニューラルネットワークに基づいた音楽タッギング・推薦に関する研究

近年、音楽技術の進捗とユーザエンゲージメントに伴って、ソーシャルミュージックプラットフォーム上音楽情報やデータが爆
発的に増加しつつあります。ユーザーの音楽データの作成・聴取履歴などを解析することにより、ユーザーの嗜好に適した音
楽コンテンツ検索・推薦システムが実現できます。本研究では、人工ニューラルネットワークを使って音楽データから正確な特
徴を抽出し、ソーシャルタグを推測する方法について検討します。最新の研究結果を踏まえ、曲のタグを特定する方法を説明
します。

E09

佐藤 いまり　　  Yinqiang Zheng、備瀬竜馬、島野美保子

坊農 真弓　　  岡田 智裕

Face Hallucination

ユ イ　　  ジアン ジュンジュン
コンテキストパッチに基づくFace Hallucination

撮影された低解像度の顔画像から高解像度の顔画像を推測するface hallucinationは、とても重要な研究課題です。最新の方法では、局所的な顔の
構造の事前確率を使用して、同じ位置の学習パッチにより、各パッチの最適な表現係数を推測し、再構築のパフォーマンスを高めています。しかし、こ
れらのほとんどで、人間の顔の表現に非常に有用な画像パッチのコンテキスト情報は考慮されていません。さらに、位置がずれている場合、再構築の
パフォーマンスは低くなります。位置パッチに基づく方法とは異なり、本研究ではコンテキスト情報を利用し、TLcR-RL（Thresholding 
Locality-constrained Representation with Reproducing learning）と呼ばれるロバストで効率的なコンテキストパッチのface hallucination
アルゴリズムを開発します。TLcR-RLでは、しきい値処理方法を使用してパッチ表現の安定性と再構築の精度を向上させます。さらに、推測された高
解像度の顔画像を学習セットに追加することにより、推測された結果を反復的に改善する再生学習を開発します。本研究は、Finalist of the 
World's FIRST 10K Best Paper Award at IEEE ICME 2017を受賞しました。

E10

日本手話はどのように使われるのか？

日本手話話し言葉コーパスの構築

手話は世界共通ではありません。音声言語と同様に国ごとに手話は異なります。また、手話には方言があると言われていま
す。しかし、その実態はまだ明らかではありません。私たちは、日本全国の手話を映像収録し、コーパスとして蓄積し、その実態
に迫ろうとしています。

E11

毛細血管、見てみます！？

医療向け生体データの可視化と画像解析

健康長寿と豊かで安全な生活ができるよう、早期診断や超精密検査を可能にする、生体や物体内部を非侵襲·非破壊で三次
元可視化する技術の実現を目指しています。最先端計測技術である光超音波イメージングを高度化することで、肉眼では見
えない様々な対象の三次元可視化を可能にします。このために必要な体動位置ずれ補正による血管網の画質改善や、微細な
光吸収スペクトル解析のための散乱光による影響軽減技術を研究しています。

E12
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G 社会と情報／情報世界と現実世界の融合

中会議場（2F）

データサイエンス共同利用基盤施設 人文学オープンデータ共同利用センター

研究用データセットのシェアリング文化を創る！

データセット共同利用研究開発センター　　  大山 敬三、神門 典子、佐藤 真一、宮尾 祐介、小野 順貴、山岸 順一、大須賀 智子

情報学データ資源の共同利用

本センターでは、テキスト、音声、映像など産業界の持つ大規模データを大学等の研究者へと橋渡しをし、またデータや課題を
共有する評価ワークショップを行うことで、データの共同利用を推進し、技術の深化とコミュニティの創生や活性化を促進して
います。ポスターでは、これらの活動の概観や、本センターの「情報学研究データリポジトリ（IDR）」から提供中の各種データ
セットと、それらを用いた研究成果の一部をご紹介します。

E13

オープンデータと情報学で人文学はどう変わるか？ 

情報学と人文学のコラボレーションで進めるオープンサイエンス

情報・システム研究機構では、平成29年4月1日に「人文学オープンデータ共同利用センター」をスタートしました。このセン
ターでは、人文学分野における研究基盤のオープン化を促進するとともに、国文学研究資料館が公開する大規模オープン
データなどの共同利用を通じて、データ駆動型の新しい人文学（デジタル・ヒューマニティーズ）を振興します。センターで公開
している日本古典籍に関するオープンデータや、その成果を生かした「くずし字」「江戸料理レシピ」などの取り組みを紹介し、
新しい人文学の方向を議論します。 

E14

岡田 仁志　　  バネッサ・ブラカモンテ

仮想世界と現実世界

松井 哲也　　  山田 誠二

バーチャルキャラクターのデザイン論

仮想世界と我々の現実世界の間を繋いでくれるバーチャルキャラクター。そのデザインをどのように決めるべきかについて
は、まだ詳しい研究は進んでいません。本研究では現実に使用されている様々なバーチャルキャラクターの印象についてアン
ケート調査を行い、一般の人々がキャラクターのデザインから何を感じ取っているのかを明らかにします。この結果は、使用目
的に応じたキャラクターをデザインする上で大きな参考になるものです。

G01

ブロックチェーン技術の登場が国家・社会・経済に及ぼす影響に関する研究

ブロックチェーンが社会に及ぼす影響

ブロックチェーンはBitcoinを支える技術として2008年に登場しました。世界中のコンピュータが参加するP2Pネットワーク
には中心がなく、高度に分散的でありながら不可逆な記録を残します。ブロックチェーンを社会システムに応用することがで
きれば、中央集権的なシステムを分散的な構造へと変貌させる可能性を秘めています。ブロックチェーンの社会への応用例と
して、電子投票システムや地域活性化ツールとしての活用について紹介します。

G03

論文を読みやすくするためには？ 

相澤 彰子
PDF形式で表現された科学論文の文書構造の解析と利用

現在、科学論文の大多数はPDF形式で出版されていますが、PDFの中には文書の論理構造や構成要素のつながりなどの情報が含
まれておらず、それが計算機を用いた科学論文の解析を困難にしています。そこで本発表では、PDF論文をXML形式に変換するシス
テムと、その活用例について紹介します。
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中会議場（2F）

水野 貴之

朴 斌 　　  相原 健郎

クラウドソーシングによるモバイルセンシングを用いた路面状況推定

路面状況は交通安全や運転の快適性に重大な影響を与える社会的問題として注目されてきました。特に降雪地域では、路面
の悪化は、冬型事故を起こす主な原因の一つとして知られています。本研究では、クラウドソーシングの観点から、利用者の車
載のスマートフォンから路面の情報を収集し、分析することによって路面状況を推定します。また、推定結果を利用者に還元す
ることによって、サービスの高度化を実現する好循環を生み出すことを目指します。

G05

ネットワーク理論で世界を良い方向に変えていく 

ネットワーク理論によるサプライチェーンの健全化

環境悪化、児童労働、地域紛争が存在するグローバル経済において多国籍企業の責任とは何か？世界を良い方向に変えてい
く１つの手段は、サプライチェーンを健全化させることです。これらの問題を助長するカネやモノのグローバル・ネットワークを
改善しなければなりません。ひいては、それは企業の長期のビジネス効率も高めることになります。ネットワーク理論を利用す
ることで著しく健全化させることができます。

G06

金融データのスマート化とは？

金融スマートデータ研究センター 　　  水野 貴之

金融ビックデータ(板情報)解析とその応用

情報技術の躍進により金融市場のデータは過去の価格変動のデータだけでなく、各ディーラーが出した注文情報の集合であ
る板情報のデータも解析が可能となりました。板情報は時間と共にめまぐるしく変化しますが、未来の価格変動などと関連性
が高く重要な情報です。本展示では、板情報の動画や解析の結果などを紹介します。

G08

自動的に複数のニュースからイベントと時間表現を抽出して、タイムラインを構築する

金融スマートデータ研究センター
依存構造情報とリカレントニューラルネットワークによる時間的順序関係の分類

毎日、膨大な量の情報がウェブを介してニュースの形で送信されます。テキストデータから知識を自動的に発見するため、単純
なキーワード検索以上の自然言語処理（NLP）技術の利用傾向がますます高まっています。そのため、特定のトピックを持つ
ニュースデータから、タイムラインに沿ってイベントを自動的に整列出来るシステムが構築できれば、そのトピックの脈絡情報
をたやすく理解することができます。本研究は、イベントと時間表現との時間的順序関係の分類を達成することを目的として
います。
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中会議場（2F）

特別展示
広報みならい情報犬ビットくん

情報犬 ビットくん
のぞいてみようNII！

広報みならいである情報犬ビットくんが、国立情報学研究所の活動を紹介します。

O01

国立情報学研究所で博士を取る。～総合研究大学院大学情報学専攻の紹介～

総合研究大学院大学情報学専攻
情報学専攻の概要紹介と入試案内

国立情報学研究所は、総合研究大学院大学複合科学研究科に情報学専攻を開設し、５年一貫制博士課程と３年次編入学博士
課程を設置しています。これら２つの課程では、情報学の先駆的な国際的研究機関である本研究所の専門性を活かし、２１世
紀の「知識社会」をリードする優れた人材の育成を目指しています。情報学専攻は、都心に位置した好立地条件にあり、６０名以
上の学生が在籍しています。在学生の約３割が社会人であり、多くの社会人学生が仕事をしながら研究を行っています。また、
世界各国から来日している留学生が多数在籍しており、異文化交流が盛んに行われているのが特色です。本コーナーでは、
情報学専攻の概要、及び、平成２９年１０月・平成３０年４月入学を対象とした入試について紹介します。

O03

アジアにおける最初のダグストゥール形式のセミナー

総務部企画課国際・教育支援チーム
 NII湘南会議の紹介及びセミナー公募

国立情報学研究所は、アジアにおける最初のダグストゥール*形式のセミナーとなる、「NII湘南会議」を平成23年2月からス
タートしました。NII湘南会議は、世界トップクラスの研究者が集まり、情報学分野における課題を合宿形式により集中的に議
論することによって、情報学の難問を解決することを目標としています。
*ダグストゥール（Dagstuhl）：情報学における世界でトップレベルのセミナー。ドイツのダグストゥールで毎週のように開催さ
れている。約１週間、合宿形式でトピックに基づいた議論を集中的に行うことで有名。

O02

NIIの社会貢献と産学連携活動を推進

社会連携推進室
社会連携推進室

社会連携推進室は、研究教育活動を通じた社会貢献、産学連携活動の推進に関する社会連携活動、研究成果の創出と知的
財産の保護・利用促進、契約等連携協力、研究支援、外部資金全般に関する諸手続き、などを行っています。

O04

新しいステージに向けた学術情報ネットワーク SINET5

学術基盤推進部
日本全国の大学・研究機関等の研究・教育活動を支える学術情報基盤

SINETは、国立情報学研究所が構築・運営する学術情報ネットワークです。SINETは日本全国の850以上の大学・研究機関等
だけでなく、海外の研究機関等とも接続され、約300万人の研究者や学生が使用しています。また、SINETは研究・教育活動
を支える基盤であるとともに、先端技術を用いたネットワークサービスを展開しています。
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16:30～16:45 SINETアイデアソン
表彰式

NII Cafe（2F）

16:15～16:50 基調講演
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コアタイム

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

10:00～12:00
オープンフォーラム
セキュリティトラック

13:00～13:30 開会式

一橋講堂（2F） 中会議場（2F） 特別会議室（1F） 小会議室（2F）

オープンハウスにあたって
NII 所長  喜連川 優
13:30～14:20 基調講演

14:20～14:50 パネルディスカッション
「コグニティブによる社会イノベーションの創出
～コグニティブ・イノベーションセンターの取り組み」

11:00～18:00
デモ・体験コーナー／
ポスター展示

15:00～16:10 研究発表会
「ミクロとマクロから見る
 データ解析」

「橋渡し人材の育成に向けて
－国内サイバー
セキュリティ全体の
底上げをめざして－」

12:00

13:00

ポスターの前に
説明員が立ちます!
気軽に質問してね

「オープンサイエンスを支える
新しい学術情報基盤」
NII 准教授　山地 一禎

コアタイム

17:00

18:00

コアタイム

NII 教授     宇野 毅明
NII 准教授  水野 貴之
NII 助教     小林 亮太

15:00～16:10
情報学最前線：産官学連携交流会

NII 教授     五島 正裕
NII 特任助教  高木 信二

「NIIの研究者が産学連携の
 視点でプレゼン」

15:30

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

13:00～14:20
NII研究100連発

15:00～15:45 SINETアイデアソン
チームプレゼン

一橋講堂（2F） 中会議場（2F） 特別会議室（1F） 小会議室（2F）

11:00～17:00

10:30～15:00
SINETアイデアソン

11:10

12:00

12:50

コアタイム

NII 准教授  鯉渕 道紘

「100Gbps／フルメッシュ
 だから○○」

NII Cafe（2F）

11:30～12:30 
小学生のための情報学ワークショップ

NII 助教  坂本 一憲

「くまを動かそう
 ～楽しいプログラミング講座」

14:30～15:30 
小学生のための情報学ワークショップ

プレゼンタイム

NII 助教  坂本 一憲

「くまを動かそう
 ～楽しいプログラミング講座」15:00～18:00

総合研究大学院大学
複合科学研究科
情報学専攻　大学院説明会

デモ・体験コーナー／
ポスター展示

15:00

16:00

17:00

コアタイム

ツアーガイド
集合時間

ツアーガイド
集合時間

ツアーガイド
集合時間

プレゼンタイム

ポスターの前に
説明員が立ちます!
気軽に質問してね

14:50～15:05
ナバーロ  ホアン（D03） 
15:10～15:25
岡崎 孝太郎（D06）
15:30～15:45
新学術領域「ハイブリッド量子科学」・量子
情報国際研究センター（A01）

17:20～17:35
坂本 一憲（D04）
17:40～17:55
トップエスイー（B02）

16:00～16:15
ビッグデータ数理国際研究センター 阿部真人（C05）
16:20～16:35
金融スマートデータ研究センター（G07）
16:40～16:55
ビッグデータ数理国際研究センター 関口卓也（C05）

16:00

15:00

講
演・ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

デ
モ
体
験
コ
ー
ナ
ー・ポ
ス
タ
ー
展
示
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国立情報学研究所 NII オープンハウス2017来場者アンケート

お申込みに際して

本日はNIIオープンハウスにお越し頂きましてありがとうございました。
本アンケートにご記入の上、ページを切り取り、1階受付までご提出ください。
アンケートにお答えいただいた方には、粗品を進呈いたします。

a.ポスター・チラシ（NII）
b.ポスター・チラシ（所属機関）
c.ポスター・チラシ（店頭・街頭・そのほか）
d.ウェブサイト（NIIのウェブサイト）
e.Twitter・Facebook（NII）
f .ウェブサイト（そのほかのウェブサイト）
g.メールマガジン（NII）

h.メールマガジン・メールニュース（      ）
i .郵送によるご案内
j .メールによるご案内（ダイレクトメール等）
k.新聞・雑誌等（         ）
l .学校からの案内（        ）
m.そのほか（         ）

1オープンハウスを何でお知りになりましたか？（複数回答可）カッコ内に詳細をご記入ください。

2あなたは国立情報学研究所（NII）のオープンハウスに以前も参加したことがありますか？
a.はい　　　　　　b.いいえ

a.満足した　　　　　　b.満足できなかった

全体の内容について
3オープンハウスに参加されて、いかがでしたか？

a.説明員の説明について 1.わかりやすい 2.わかりにくい 3.どちらでもない
理由：

b.専門性について   1.ちょうどよい 2.専門的すぎる 3.初歩的すぎる
理由：

4デモ・ポスター展示について

ア
ン
ケ
ー
ト
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プログラムについて
5ご参加されたプログラムについて、該当するものに○をしてください。

最後に・・・
9ご参加された方について、該当するものに○をしてください。

そのほか
8そのほかご意見、ご感想があれば
　ご自由にお書きください。

運営について
7会場・受付・お申込み等、運営面で
　お気づきの点がございましたらご記入ください。

6デモ・ポスター展示の内容について

●年齢：  10代　20代　30代　40代　50代　60代　70代以上　　　●性別：  男　女
●所属：  小・中学生・保護者　  高校生  　大学生・大学院生  　大学・研究機関  　企業  　公的機関　

中等高等教育機関  　図書館関係  　一般  　プレス

キ
リ
ト
リ

a.NII活動紹介（喜連川 優）
b.基調講演・パネル
c .基調講演（山地 一禎）
d.情報学最前線：産官学連携交流会
e.研究発表会：ミクロとマクロから
見るデータ解析

f.NII研究100連発

h.SINETアイデアソン

g.小学生のための
情報学ワークショップ

参考に
なった

参考に
ならなかったふつう

●興味の持った展示があれば、
　ブース番号をご記入ください。

●感想をおきかせください。

6月9日（金） プログラム 6月10日（土） プログラム 参考に
なった

参考に
ならなかったふつう

ア
ン
ケ
ー
ト

大学共同利用機関法人  情報・システム研究機構

国立情報学研究所
〒101-8430  東京都千代田区一ツ橋2-1-2  総務部企画課広報チーム
TEL：03-4212-2138

http://www.nii.ac.jp/openhouse/
oh@nii.ac.jp

ウ ェ ブ サ イ ト

お問い合わせメールアドレス

●A9出口A8出口●

共立女子大●

如水会館●

都営新宿線

東京メトロ半蔵門線

都営三田線

靖国通り

神田警察通り

白
山
通
り

●学士会館

●興和一橋ビル

●毎日新聞 ●丸紅 ●気象庁

一ツ橋河岸交差点
竹橋合同●
ビル　

●国立近代
　美術館

●1b出口

竹橋駅
東京メトロ東西線

神保町駅

学術総合センター
国立情報学研究所


